
評

書
　
　
評

秦

玄
　
龍

イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
マ
ン
の
研
究

　
㎝
般
に
英
国
農
業
史
に
関
す
る
著
書
・
論
文
の
乏

し
い
昨
今
、
英
着
弾
業
史
研
究
の
焦
点
と
も
云
う
べ

き
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
マ
ン
の
学
究
と
云
う
秦
玄
龍
氏

の
大
著
を
得
た
事
は
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。
封

建
翻
社
会
の
崩
壊
、
資
本
主
義
社
会
の
胎
動
と
云
う

べ
き
時
期
に
関
す
る
経
済
史
的
研
究
は
、
近
時
、
一

応
半
ば
古
典
的
に
、
時
に
論
争
を
含
み
乍
ら
も
、
一

つ
の
大
体
の
輪
郭
が
描
か
れ
て
お
り
、
云
わ
ば
研
究

が
停
滞
せ
る
の
感
が
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
さ
き
に

福
島
大
掌
経
済
掌
部
の
吉
岡
昭
彦
氏
に
よ
り
、
　
「
イ

ギ
リ
ス
絶
対
王
政
成
立
期
の
農
民
腐
分
解
」
と
云
う

頗
る
野
心
的
な
論
文
を
得
、
一
つ
の
問
題
が
示
唆
さ

れ
た
が
、
殆
ど
縛
を
同
じ
く
し
て
出
た
秦
氏
の
此
の

著
作
も
、
中
に
同
様
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
此
れ

を
契
機
に
吾
が
国
英
圏
史
掌
界
も
一
つ
の
課
題
を
得

た
様
に
思
わ
れ
る
。
以
下
若
干
の
窄
み
違
い
の
あ
る

纂
を
恐
れ
つ
つ
も
、
本
書
を
各
鮎
早
に
つ
い
て
、
私
の

感
想
を
混
え
つ
つ
簡
単
に
紹
介
を
試
み
た
い
。

　
先
づ
序
章
「
独
立
自
営
［
農
民
に
つ
い
て
の
基
礎
理

論
」
に
お
い
て
は
、
独
立
富
営
農
筑
は
封
建
的
土
地

所
有
の
解
体
過
程
に
現
わ
れ
て
く
る
所
の
縛
殊
歴
史

的
範
聴
で
あ
る
事
に
濫
烈
し
て
論
を
進
め
、
封
建
釣

土
地
所
麿
、
農
奴
欄
生
産
様
式
の
智
識
壌
過
程
よ
り
独

立
自
営
農
民
の
出
現
を
論
じ
、
商
晶
一
貨
幣
経
済
の

拡
大
、
貨
幣
地
代
の
一
般
的
成
立
、
物
価
の
上
昇
等

に
伴
い
、
所
謂
封
建
約
器
機
が
一
叢
明
確
に
な
る
と

共
に
農
民
層
の
独
立
濤
営
農
民
、
労
働
者
へ
の
分
化

が
絶
え
ず
進
行
し
、
独
立
自
営
農
民
の
一
部
は
経
営

を
拡
大
し
て
市
場
生
野
を
行
い
、
利
潤
を
生
み
そ
れ

の
資
本
へ
の
転
化
を
弾
め
て
は
来
た
が
、
然
し
乍
ら

な
お
封
建
的
土
地
所
有
は
続
く
の
で
あ
り
、
そ
の
様

な
封
建
制
の
残
存
が
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
朝
の
社
会
射

物
質
的
基
礎
と
な
る
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
政

の
性
絡
…
を
従
来
よ
り
可
成
り
明
確
に
基
礎
づ
け
ら
れ

る
。
即
ち
、
周
知
の
農
融
剤
の
資
本
制
分
化
の
進
行

の
一
方
で
、
第
三
輩
の
終
り
で
触
れ
ら
れ
る
通
り
、

土
地
所
有
の
封
建
的
再
編
成
、
寄
生
地
主
的
再
編
成

も
同
時
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
事
は
都
市
ツ
ン

フ
ト
の
前
期
的
商
入
、
箭
貸
翻
問
屋
商
人
に
よ
る
支

配
と
並
行
し
て
、
チ
ュ
；
ド
ル
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
王

朝
の
財
政
的
証
礎
と
な
っ
て
行
く
事
に
明
瞭
に
繁
み

取
ら
れ
る
と
暑
わ
れ
る
。
先
づ
吾
々
は
此
の
独
立
自

営
農
民
層
の
分
解
の
中
よ
り
讐
電
閃
。
ω
の
三
お
へ
寄

生
地
主
化
す
る
ヨ
1
マ
ン
の
反
動
的
昇
華
と
も
云
ふ

べ
き
事
態
に
注
意
を
爽
趨
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
繁
一
章
「
フ
リ
ー
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
系
譜
」
で
は
、

農
奴
制
が
解
体
し
て
隷
農
i
自
由
保
麿
農
と
な
っ
た

系
譜
が
辿
ら
れ
る
外
に
、
元
来
莫
国
農
奴
…
制
の
弱
い

事
情
と
し
て
、
特
に
東
南
部
に
硫
o
o
導
§
丸
三
雲
。
扁
簿
實

が
マ
ナ
ー
成
立
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
事
に
注
意
さ

れ
、
そ
の
様
な
小
自
由
農
を
中
心
に
局
地
内
市
場
が

展
開
し
て
、
英
国
農
奴
捌
の
解
体
が
促
進
さ
れ
て
来

る
事
糖
を
も
強
調
さ
れ
る
。

　
著
者
は
先
づ
、
　
。
・
8
彰
謬
隔
お
。
彰
葺
を
説
明
し
、

8
。
ヨ
§
は
軍
事
保
膚
乃
至
愚
挙
と
し
て
の
保
有
で

な
く
、
共
同
体
の
成
員
に
端
を
発
す
る
霞
由
土
地
保

麿
農
民
、
古
く
共
同
体
的
な
自
由
持
分
保
膚
者
の
親

臨
を
強
く
持
つ
が
、
そ
の
点
自
由
保
酔
筆
は
、
共
同

体
外
的
存
在
と
し
て
個
人
の
資
格
に
お
い
て
公
文
書

に
よ
り
土
地
所
有
が
保
証
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
特

徴
的
に
説
明
し
、
農
奴
綱
の
解
体
外
に
あ
る
、
共
僧

体
と
共
に
古
［
い
自
［
由
新
膚
農
民
が
、
H
・
C
・
ダ
ー

ビ
ー
の
著
書
を
参
考
し
て
、
特
に
東
南
部
に
卓
越
し

て
認
め
ら
れ
る
事
を
指
摘
さ
れ
る
。

　
所
で
此
の
麗
な
小
霞
由
保
窟
農
は
、
農
奴
制
の
解

体
過
程
に
お
い
て
ど
の
様
な
対
応
を
見
せ
る
か
。
著

者
は
ぎ
塞
8
垂
垂
以
上
と
げ
2
己
い
。
§
碧
と
に
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区
鋼
し
て
論
を
進
め
ら
れ
る
が
、
大
体
鴇
。
題
ぎ
峯
。
ご

隔
話
の
ぎ
鐵
醜
へ
と
上
昇
す
る
者
と
、
く
窪
μ
ぎ
へ
転
落

す
る
者
と
に
分
化
し
、
ぎ
邑
㎝
。
。
筥
舅
的
中
聞
的
存

在
は
消
滅
す
る
。
そ
し
て
マ
ナ
ー
領
主
に
と
っ
て
棉

厩
す
べ
き
、
隷
属
化
す
べ
き
反
マ
ナ
ー
的
農
民
は
、

一
蔀
隷
属
化
さ
れ
て
行
く
者
の
外
に
、
上
昇
し
て
自

由
保
麿
農
災
乃
至
局
地
的
商
入
と
な
り
、
マ
ナ
ー
に

対
立
し
マ
ナ
ー
を
崩
し
て
行
く
存
在
と
な
っ
て
行

く
。
そ
し
て
マ
ナ
ー
内
部
に
進
行
す
る
農
奴
糊
の
分

解
と
共
に
、
マ
ナ
ー
領
王
の
卦
「
建
的
支
配
、
封
建
的

共
同
体
的
規
翻
を
弛
緩
せ
し
め
、
マ
ナ
ー
尊
王
の
経

済
的
基
礎
を
日
一
属
と
困
難
な
ら
し
め
る
と
云
わ
れ

る
。　

戴
に
マ
ナ
ー
領
王
は
そ
の
封
建
的
危
機
を
乗
切
る

べ
く
、
そ
の
搾
取
度
を
地
代
税
金
を
通
じ
て
強
化
し

（
厳
で
地
域
的
に
賦
役
の
強
化
を
伴
う
地
域
と
金
融

化
を
促
進
し
て
行
く
地
域
と
の
差
を
考
え
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
う
が
）
て
行
く
が
、
そ
れ
は
一
度
解
放
を
経

験
し
た
農
民
の
耐
え
難
き
負
担
と
な
り
、
二
二
八
一

年
の
優
畏
一
揆
を
惹
起
す
る
に
到
る
と
展
望
さ
れ

る
。
斯
く
て
一
揆
は
、
旺
盛
に
な
っ
て
来
た
農
民
的
．

生
産
力
の
封
建
的
制
約
に
対
す
る
反
抗
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
反
封
建
的
特
昇
の
熱
核
と
な
っ
た
も
の
は

鐵
腰
労
鋤
者
層
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
り
ー
ダ
ー
は
実

に
反
封
建
的
意
志
旺
盛
な
讐
導
一
翼
蚤
7
8
隠
ぎ
H
脅
苧

坤
。
象
。
ζ
2
で
あ
っ
た
事
が
注
意
さ
れ
る
。

　
然
し
丁
々
不
満
に
思
え
る
の
は
、
東
爾
部
の
自
懸

盤
罠
を
農
奴
制
の
解
体
過
程
外
に
、
共
同
体
と
共
に

古
く
よ
り
存
続
し
て
い
る
聲
妻
定
碧
。
臨
9
な
み
弾
指
と

し
て
考
え
乍
ら
、
マ
ナ
ー
．
領
王
の
封
建
的
危
縫
の
現

わ
れ
方
を
一
般
的
概
念
的
に
考
え
遍
ぎ
ら
れ
た
様

で
、
今
少
し
斯
様
な
自
由
黒
風
の
動
向
を
参
酌
し
、

個
別
的
具
体
的
に
描
い
て
頂
き
か
っ
た
様
に
愚
う
。

　
第
二
章
「
ヨ
ー
マ
ン
の
歴
史
的
性
感
…
」
、
で
は
、
先

づ
ヨ
ー
マ
ン
の
悲
劇
的
運
命
を
解
説
さ
れ
、
ヨ
…
マ

ン
は
農
奴
層
の
分
解
、
淵
封
建
的
土
地
所
膚
の
解
体
よ

り
出
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
又
同
じ
運
命
を
ヨ
ー

マ
ン
自
身
が
辿
る
と
し
、
ヨ
ー
マ
ン
の
…
出
身
を
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
東
南
部
の
小
自
由
保
膚
農
乃
至
σ
q
還
。
一
毫
乙

｛
窪
ρ
葺
に
尋
ね
つ
つ
、
一
般
的
な
ヨ
ー
マ
ン
の
成
立

を
論
じ
、
諸
家
の
説
を
ま
と
め
て
受
込
縫
民
及
び
農

奴
の
子
孫
と
し
て
、
牧
羊
を
副
…
業
と
し
臨
ら
の
土
地

を
賃
借
…
し
た
土
地
と
共
に
自
ら
経
営
し
て
行
く
農
民

と
考
え
、
後
に
は
資
本
家
的
農
夫
、
更
に
は
7
q
§
二
？

重
量
へ
と
上
昇
し
て
行
く
可
能
性
を
持
つ
た
者
と
す

る
。　

然
し
著
者
は
、
一
応
概
念
の
複
雑
化
を
整
理
す
る

意
昧
で
、
ヨ
ー
マ
ン
層
の
不
断
の
分
化
の
結
果
、
上

繭
購
買
、
囲
込
み
を
通
じ
て
大
農
経
鴬
化
し
て
行
く

漕
を
そ
れ
よ
り
除
外
し
、
農
奴
纈
解
体
よ
り
マ
ニ
ュ

の
展
開
迄
の
時
期
に
あ
る
比
較
的
富
裕
な
小
土
地
所

有
農
民
と
し
て
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
行
く
。

　
そ
し
て
副
題
が
示
す
様
に
、
》
ド
同
・
2
ざ
拶
p
9
／
く
・

頃
塁
げ
8
ザ
の
見
解
を
特
徴
的
に
対
立
さ
せ
乍
ら
論
を

進
め
、
　
男
p
ρ
頃
再
び
p
o
7
の
ヨ
ー
マ
ン
の
概
念
把
握

が
慶
昧
で
、
そ
の
中
に
資
本
家
・
的
大
僧
塊
農
、
殆
ど

σ
q
。
三
川
。
羅
p
コ
的
存
在
を
も
含
ま
せ
、
　
ヨ
1
マ
ソ
は
幸

八
世
紀
・
甲
．
羅
笑
に
命
脈
を
保
ち
、
一
八
＝
識
年
一
三

黒
氏
の
聞
の
発
馬
不
家
的
大
農
経
営
の
鞘
震
、
共
荒
地

の
分
割
三
面
の
裡
に
没
落
す
る
説
に
反
対
し
、
野
9
．
冥

の
説
を
採
り
、
葺
ー
マ
ン
を
家
族
と
共
に
自
ら
労
働

に
参
加
す
る
所
の
経
蓉
蜆
覆
が
嵐
○
一
一
〇
〇
エ
…

ヵ
…
の
独
立
肖
営
農
民
と
蝿
察
し
て
行
く
，
。
即
ち
、

響
温
禰
に
よ
遍
駕
に
、
　
ヨ
ー
マ
ン
鵡
軍
需
は
ヨ
ー
マ
ン
の
歴

喫
的
性
格
歯
黒
の
醗
昧
さ
よ
り
起
る
の
で
あ
り
、
韓

ー
マ
ソ
を
、
灘
欲
奴
制
耕
疎
属
関
係
の
切
餉
朋
し
、
近
｝
代
冷
貸

本
欝
欝
的
生
産
．
開
係
の
準
備
を
す
る
歴
至
悪
存
在
と

し
て
掘
握
し
、
且
つ
そ
の
成
立
の
初
め
よ
り
不
断
に

二
二
否
礎
的
な
存
在
と
し
て
分
解
し
て
行
く
過
渡
的

性
格
を
強
調
し
、
］
．
ぎ
ぎ
島
的
な
寅
裕
な
大
借
地
農

と
し
て
で
な
く
、
H
6
く
団
的
小
土
地
所
望
農
畏
を
本

来
酌
ヨ
ー
マ
ン
と
し
て
厳
密
に
考
え
、
十
八
世
紀
の
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響

資
・
本
主
三
郷
三
分
制
の
確
立
と
共
に
幸
八
世
紀
に
急

速
に
消
滅
し
て
行
く
と
さ
れ
て
、
分
解
の
結
果
上
昇

し
て
残
存
し
た
冨
裕
な
資
本
家
的
農
夫
乃
至
漿
p
銭
銭

は
本
来
約
ヨ
ー
マ
ン
の
豊
里
に
入
れ
ら
れ
な
い
と

し
、
十
八
世
紀
の
資
本
主
義
体
制
確
立
の
時
期
に
そ

の
歴
史
的
役
舗
を
と
げ
て
消
失
し
て
行
く
と
云
わ
れ

る
。
此
処
は
著
者
の
ヨ
ー
マ
ン
理
解
の
核
心
が
あ

り
、
著
者
の
厳
密
な
ヨ
ー
マ
琶
規
定
が
本
章
、
特
に

第
瞬
節
に
窺
え
る
様
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
ヨ
ー
マ
ン
と
共
属
地
」
に
お
い
て
は
、

ヨ
ー
マ
、
ン
が
必
ず
し
も
一
義
的
に
反
封
建
的
存
在
と

し
て
考
え
ら
れ
ず
、
共
間
地
が
豫
ー
マ
ン
の
依
っ
て

立
つ
重
要
な
地
盤
で
あ
り
、
近
代
的
傾
斜
を
急
ぐ
ヨ

ー
マ
ン
の
片
脚
が
な
お
村
落
共
同
体
と
共
同
地
に
か

か
っ
て
い
た
事
笑
を
究
明
し
て
行
か
れ
る
。
此
れ
は

従
来
の
㍊
i
マ
ン
に
対
す
る
甘
い
考
え
方
を
修
正
せ

ん
と
す
る
著
者
の
鋭
い
視
角
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
吾

々
に
重
要
な
群
長
を
与
え
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る

と
思
う
。

　
先
づ
著
者
は
、
共
同
地
の
意
義
を
解
説
し
、
マ
ナ

ー
欄
度
下
に
お
け
る
共
同
地
を
ゴ
ナ
ー
に
よ
り
規
定

し
、
更
に
公
共
樫
を
説
明
し
て
行
か
れ
、
結
局
、
著

者
の
強
調
が
納
準
々
足
り
な
い
様
に
も
思
え
る
が
、
共

同
地
利
用
櫨
は
当
時
の
耕
地
欄
・
三
園
糊
農
法
が
維

．
祷
さ
れ
る
の
に
必
須
の
手
段
で
あ
り
、
農
戻
の
重
要

　
な
再
生
産
の
場
で
あ
っ
た
事
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
共

　
同
地
利
用
纏
を
、
王
の
法
廷
に
訴
え
て
最
も
強
く
利

　
薄
し
得
た
者
は
外
な
ら
ぬ
h
話
。
ぎ
乙
2
で
あ
り
、
そ

　
れ
が
彼
ら
の
富
の
蓄
積
を
訂
能
と
し
て
行
き
、
結
局

　
的
に
は
共
同
体
の
否
定
に
向
わ
し
め
る
と
云
う
展
望

　
が
与
え
ら
れ
る
。

　
　
所
で
そ
の
ヨ
ー
マ
ン
の
片
脚
の
依
っ
て
立
つ
べ
き

　
共
野
地
は
綜
画
運
動
の
前
に
実
は
消
滅
し
て
行
き
、

　
そ
の
事
が
ヨ
ー
マ
ン
の
没
落
を
急
と
し
て
行
く
と
述

、
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
綜
誉
め
進
展
に
つ
い

　
て
、
一
応
、
幸
四
・
五
世
紀
と
十
六
。
七
世
紀
と
十

　
八
世
紀
と
に
分
け
て
特
徴
的
に
考
え
ら
れ
、
十
四
・

　
五
世
紀
農
産
物
・
羊
毛
等
の
商
品
生
蔭
が
進
行
す
る

　
に
つ
れ
て
、
慣
習
小
作
地
は
獄
少
し
て
、
領
主
の

　
暮
ぞ
謹
に
賃
借
地
化
さ
れ
、
土
地
の
再
分
配
と
云
う

　
形
で
土
地
市
場
が
進
展
し
て
行
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て

　
（
本
格
的
に
は
潮
脚
批
紀
後
半
）
綜
画
運
動
が
始
ま

　
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
経
営
の
合
理
化
を
意
図

　
し
た
農
畏
の
利
霧
関
係
よ
り
出
た
自
生
的
運
動
と
し

　
て
の
綜
画
と
領
主
乃
至
富
農
の
牧
羊
地
化
を
意
図
し
、

　
た
共
同
地
の
侵
害
を
伴
う
綜
麟
と
が
並
行
し
、
前
者

　
は
農
民
相
互
の
筒
意
に
よ
る
土
地
再
分
配
で
あ
る

　
が
、
後
者
は
暴
力
的
で
あ
り
、
農
畏
の
反
抗
も
後
者

に
対
し
て
強
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
．
そ
れ
が
十
六
世

紀
末
申
七
世
紀
に
な
る
と
薪
し
い
儲
…
相
を
帯
び
て

來
、
交
通
運
送
が
便
利
と
な
り
、
平
し
い
農
耕
法
、

草
根
裁
培
を
基
礎
に
、
農
耕
早
婚
［
の
合
理
化
。
集
約

化
の
た
め
の
大
綜
画
が
マ
ニ
ユ
進
行
に
共
に
そ
れ
ら

の
馳
帯
へ
の
食
毒
・
原
料
供
給
を
意
図
し
て
進
む
様

に
な
り
、
幸
八
批
紀
に
入
る
と
サ
て
の
動
き
が
俄
然
急

と
な
り
、
建
蔽
ハ
マ
ニ
ユ
の
資
太
翻
囲
的
進
展
と
無
闇
に
近

代
的
資
本
主
義
的
農
業
経
営
へ
の
転
換
、
土
地
風
面
甲

が
大
々
的
に
進
み
、
共
同
地
は
収
輩
さ
れ
、
叢
盤
の

一
角
を
崩
さ
れ
た
ヨ
ー
マ
ン
の
分
解
は
よ
り
急
と
な

っ
て
行
く
と
激
わ
れ
る
。

　
以
上
の
綜
丸
運
鋤
の
進
展
の
叙
述
は
全
く
同
感
で

あ
る
が
、
導
者
が
幸
五
黄
紀
以
来
の
綜
画
運
動
の
進

展
を
、
毛
織
物
マ
ニ
ユ
、
工
業
マ
ニ
ユ
の
進
展
に
関

連
し
て
、
東
爾
部
よ
り
西
爾
部
、
北
部
へ
と
進
み
次

第
に
中
英
の
農
耕
地
帯
へ
延
び
る
と
説
開
さ
れ
る
点

は
世
々
納
得
繊
来
ぬ
も
の
で
あ
り
、
十
六
・
七
世
紀

以
後
盛
ん
に
な
る
大
綜
画
の
進
慶
は
と
も
か
く
、
十

四
・
五
世
紀
に
始
ま
る
愚
三
民
の
露
生
的
運
動
と
し
て

の
綜
画
は
、
二
五
七
頁
の
図
及
び
註
㈹
で
云
わ
れ
る

様
に
北
西
部
・
東
南
部
・
西
南
部
に
お
い
て
髄
様
に

可
成
り
早
く
よ
り
進
ん
で
い
番
の
で
あ
り
、
夫
々
の

地
域
に
お
け
る
綜
癬
の
進
展
は
夫
汝
の
地
域
の
封
建
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鹸
土
地
所
膚
ー
マ
ナ
ー
め
あ
り
方
と
密
接
な
連
が
り

の
下
に
進
ん
で
い
る
様
に
思
わ
れ
、
更
に
著
者
が
、

綜
醸
の
進
展
は
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
賦
役
の
金
納
化

の
進
展
と
逆
の
経
路
を
と
る
と
愛
わ
れ
る
点
（
二
七

二
頁
）
も
納
得
し
難
く
、
事
実
同
じ
頁
で
、
村
落
共

間
体
の
強
度
と
綜
画
の
進
展
と
が
逆
比
例
の
関
係
に

あ
る
と
云
わ
れ
る
事
と
矛
解
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
村
落
共
同
体
の
強
豪
は
賦

役
の
金
納
化
と
逆
比
例
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
，
序
で
に
本
章
へ
の
希
望
を
述
べ
さ
せ
て
貰
う
な

ら
ば
、
東
南
部
則
ち
大
領
地
域
と
し
て
規
定
し
て
行

か
れ
る
場
合
、
前
章
前
々
章
で
強
調
さ
れ
た
自
由
農

民
の
多
く
存
在
す
る
東
南
部
と
の
間
に
若
干
の
用
語

の
説
絹
を
加
え
て
頂
き
た
か
っ
た
事
、
及
び
、
ヨ
ー

マ
ン
の
没
落
に
焦
点
を
合
せ
て
綜
頭
運
動
に
書
及
さ

れ
た
故
当
然
十
七
・
八
世
紀
の
大
綜
画
が
中
心
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
よ
り
早
い
農
民
の
自
生
的
運
動

と
し
て
の
小
匙
画
と
そ
の
墨
画
と
の
連
が
り
を
説
明

し
て
頂
き
た
か
っ
た
と
思
う
。
云
わ
ば
今
後
へ
の
希

墾
を
添
え
さ
せ
て
頂
く
次
第
で
あ
る
。

　
稽
々
紹
介
が
脇
道
に
そ
れ
た
が
、
本
章
の
第
五
節

に
お
い
て
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
ヨ
ー
マ
ン
の
分
解

に
対
す
る
野
心
的
見
解
が
、
ヨ
ー
マ
ン
と
共
同
地
の

収
奮
の
説
開
に
関
連
し
て
肝
脳
さ
れ
、
従
来
の
資
本

家
的
農
戻
へ
と
繋
う
単
純
な
資
本
儲
…
分
解
の
外
に
も

う
一
つ
の
上
昇
の
型
丁
幾
。
彰
§
1
鴨
艮
垂
球
巳
σ
q
馨

一
轟
。
竃
。
へ
と
云
う
寄
生
地
主
的
上
昇
の
型
が
》
．
H
・
・

舛
。
≦
鴇
等
を
引
用
し
つ
つ
例
示
さ
れ
、
そ
の
様
な
ヨ
．

ー
マ
ソ
上
層
部
の
反
動
化
が
絶
対
王
制
の
経
済
的
社

会
的
基
礎
と
な
っ
て
行
く
と
説
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
絶

対
王
政
の
構
造
、
延
い
て
は
市
毘
革
命
の
構
造
把
握

に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
て
行
か
れ
る
。

　
最
後
に
第
四
章
「
ヨ
ー
マ
y
の
没
落
」
で
は
、
マ
ル

ク
ス
以
後
の
学
者
が
殆
ど
す
べ
て
ヨ
ー
マ
ン
の
没
落

の
時
期
を
十
八
世
紀
後
半
、
十
九
世
紀
前
半
と
し
て

い
る
が
、
著
者
は
マ
ル
ク
ス
の
十
八
世
紀
消
滅
説
を

再
検
討
し
て
行
か
れ
る
。
そ
の
要
点
は
、
諸
家
の
ヨ

ー
マ
ソ
の
概
念
が
粗
雑
に
富
裕
農
畏
と
し
て
い
る

事
、
罫
書
マ
ン
の
華
押
的
役
割
の
正
し
い
把
握
の
な

い
事
で
あ
る
と
云
い
、
ヨ
ー
マ
ン
の
没
落
を
封
建
制

よ
り
資
本
制
へ
の
過
渡
、
移
行
と
云
う
問
題
の
把
握

と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
事
を
主
張
さ
れ
る
。

　
そ
の
際
O
「
畠
の
○
獣
。
乙
鳩
9
0
蓉
①
陰
臼
…
州
に
照
囲

す
る
研
究
、
　
U
碧
謬
の
二
〇
〇
〇
教
区
に
亘
る
調

査
研
究
、
更
に
ピ
薯
ご
く
い
ξ
の
O
e
軽
○
岸
に
関
す
る

研
究
調
齋
を
操
作
し
て
、
大
体
十
八
世
紀
に
お
い
て

小
土
地
所
有
農
民
が
盗
本
家
的
借
地
農
の
増
大
に
押

さ
れ
、
極
く
わ
ず
か
の
土
馳
し
か
所
製
出
来
な
く
な

っ
た
と
云
う
ヨ
ー
マ
ン
礪
の
階
層
分
化
の
急
激
な
進

展
を
説
明
さ
れ
、
斯
し
て
ヨ
ー
マ
ソ
は
、
マ
ル
ク
ス

の
云
う
様
に
、
叢
々
確
笑
に
十
七
世
紀
後
坐
－
・
十
八

世
紀
に
消
滅
し
つ
ら
あ
る
、
即
ち
此
の
市
場
関
係
の

展
開
…
と
共
に
、
農
耕
捜
術
の
改
革
、
経
営
の
合
理
化

が
叫
ば
れ
て
農
業
経
営
が
資
本
主
義
化
さ
れ
、
共
同

体
的
遺
剃
は
ど
ん
ど
ん
廃
止
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ

り
、
斯
様
な
工
業
・
農
業
の
資
本
主
義
畜
生
産
の
確

立
、
共
同
体
的
遺
制
の
衰
化
の
時
期
に
こ
そ
、
本
来

的
ヨ
ー
マ
ン
は
歴
史
的
役
物
を
終
え
て
没
落
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
私
の
理
解
出
来
た
範
囲
内
の
事
を
紹
介
し

た
迄
で
、
種
々
読
み
違
え
た
点
も
多
く
あ
っ
た
事
と

思
う
が
、
ヨ
ー
マ
ン
概
念
の
歴
史
的
規
定
、
ヨ
ー
マ

ン
層
分
解
に
お
け
る
上
層
部
の
反
動
約
窃
生
地
主
化

ヨ
ー
マ
ン
の
二
重
性
絡
の
解
剖
、
更
に
は
ヨ
ー
岬
、
ン

の
没
落
等
々
、
解
決
さ
れ
る
べ
き
種
々
な
聞
題
が
提

起
さ
れ
て
お
り
、
吾
々
後
学
の
者
に
数
多
い
示
唆
を

与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
最
後
に
私
の
紹
介
が
本

書
の
真
価
を
伝
え
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
事
を
謝

し
、
叢
々
停
滞
気
昧
の
斯
界
の
研
究
に
力
作
を
投
ぜ

ら
れ
た
著
者
の
労
苦
に
繍
刈
し
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し

た
い
。
　
（
未
莱
社
、
五
〇
〇
円
）
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富
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